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第 3号
授 Hans-DieterHeiiatsch博士は， Some aspects 
of recurrent inhibition of tonically activated 
motoneuroneと題されて， なるべく平易な言葉で
話すと前置きして， Renshaw Inhibitionの研究と
その結果の数々を， 同博士の過去 10年間の研究を 
追いながら，多方面から乙の問題を説明し，また最
近注目をあびているシナプス前部抑制との関連lこっ
いても講演された。
第3の演者，米国 California大学医学部解剖学教
授 EarlEldred博士は， Supraspinal projection 
of muscle spindle a旺erents as detected by 
succinylcholine injection と題し Succinylcho・
line注入により筋紡錘発射を増強させたネコの中
枢神経系において，筋紡錘からの感覚情報の脊髄上
位投射についてしらべた結果，同感覚器からの投射
が後索，脊髄視床路を経て，小脳，赤核，網様体，
視床外腹側核および後外腹側核などに対して投射を
行なっていると指摘し，このような知覚の大脳皮質
にたいする投射が少ないことから，身体運動に際し
ての筋感覚情報は直接大脳皮質によって統合される 
ことはなく，視床およびそれ以下の中枢において処
理されるであろうと述べられた。
こζで約 10分間の休憩を行なったのち，本間教
授が助教授時代に 2度にわたって留学された，スウ
ェーデンのノーベル神経生理学研究所長 Ragnar
Granit教授による講演にうつつ?こ。同教授は Mus-
cular a妊erentsand motor controlと題されて，
主として歴史的な観点から，基礎的神経生理学の土
-301-
台をなす数々の知見が，どのように発展して来Tこか
について述べられた。すなわち近代神経生理学の発
達が，形態学的知見の発展と密接な連関のもとに進
展して来たこと，光学顕微鏡による神経細胞および
その突起(軸索，樹状突起〉の発見，網状学説と接
触説(ネウロン学説)との永い対立などに触れられ
た後， 同博士の恩師である Sherringtonが Cajal
の唱えるネウロン説を採り入れ，形態学的知見の確
立に先んじて，シナプス，閥下縁，抑制シナプス・
促進シナプスなどの数々の新らしい概念を提出され 
た卓見，これらによって始めて現代生理学に輝かし 
ぃ地歩を築いた微視的ならびに超微視的生理学の発 
達が可能であった点などについて説かれた。
ついで谷川学長から，このような新しい試みは本
学にとって初めてのことではあるが，教授就任を祝
う行事として誠に意義深いものであり，基礎医学の
発展のために力をつくして貰いたい旨の挨拶が，や
はり日・英両国語によって行なわれた。次いで第ー
生理の前任教授であられる鈴木正夫名誉教授から，
4人の演者に対し，桐箱入り特製アルバムが一冊づ
つ満場の拍手のうちに，贈呈された。乙れに対レ演
者を代表して Granit教授から，本学から講演の機
会を与えられたことと，贈呈品に対する謝辞がなさ
れた。最後に本間教授から各演者，特に Granit教
授は対する謝辞，教室員の紹介が行なわれ，本講演 
会は予定の通り午後3時 30分に終了した。 
なお司会は私が担当した。
(第一生理学教室講師 渡部士郎記〉 
Cedric M. Smith教授(米国・イリノイ大学医学部薬理学教室)
とこi講 演要 日
(本講演は薬理学セミナー，第 44回脳機能研究施
設談話会を兼ねて昭和40年 9月16日に行なわれた。) 
「筋紡錘発射活動におよぽす薬物の効果」
ネコの筋紡錘発射活動におよぼす薬物効果をみる
に当って，全身作用による影響を防くやために薬物は
すべて筋に向けて動注し， 当該静脈より排出させ
た。サクシニーJレコリン，ニコチン， DMPPはい
ずれも伝導速度の速い線維より記録される発射をよ
り強く増強したが，ニコチンの場合はことにユニー 
クで 75mjsec以上の伝導速度をもつものがいちじ 
るしく興奮させられた。アセチールコリンは伝導速 
度の遅速にかかわらず発射の増強を示した。 TEA，
C6などの節遮断薬は発射に影響を与えず， またム
スカリンの効果は不定で全く影響を与えないかある
いは軽い抑制効果を示した。
(薬理学教室講師村山智記〉
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